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１．日本語教育部門 

 
１．日本語教育部門の沿革と実績 

1.1 日本語教育部門の沿革 

 日本語教育部門（以下、本部門）は 1996 年に国際教育センターの前身である留学生セ

ンターの一部門として設置され、本学で学ぶ留学生の日本語教育を一手に担っている。特

に、2010 年の国際教育センターへの改組、2018 年 8 月の国際教育交流センターへの改組

を経る中で、留学生の増加・多様化や留学生や学内の様々なニーズに対応するため、日本

語教育プログラムの整備・拡充を進めてきた。 

2021 年度、日本語科目の担当は専任教員 3 名1、特任教員 2 名、非常勤教員 23 名（国際

交流科目、全学共通教育科目、学部教育科目・大学院科目を含む）であった。 

 
表 1：日本語教育部門沿革 

1996 年度：留学生センター設置 

      全学共通教育科目（中級～上級）に加え、日本語研修コース（研究留学生対象の日本語

予備教育）を開設 

2000 年度：国際研究館内に移転 

2004 年度：日本語・日本文化研修留学生プログラム開設 

2005 年度：言語社会研究科内に設置された「日本語教育学位取得プログラム」に参画 

2010 年度：国際教育センターに改組 

      日本語研修コースを国際交流科目（HGP: Hitotsubashi Global Education Program）

の一部に位置づけ、特任講師によるコーディネーション開始 

      日本語科目のレベル別技能別編成の拡充・整備 

2011～2012 年度：大学戦略推進経費を得て、社会科学の専門語彙・表現教育のための教材を開発 

2012 年度：大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留学生プログラム）の日本語教育支援を開始 

      国際企業戦略研究科の日本語教育プログラム開設を支援 

2017 年度：4 学期制開始に伴う日本語科目のレベル編成の見直し・科目の拡充 

2018 年度：特任講師を 2 名体制に拡充 

国際教育交流センターに改組 

 
1.2 日本語教育部門の実績 

(1) 初級教育による成果 

日本語初級レベルの留学生に対する国際交流科目による集中教育は、一定の成果を上げ

 
1 専任教員 4 名のうち 1 名が 1 年間の研究休暇を取得したため。 
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ている。日本語がほとんどできずに来日した大使館推薦・大学推薦の国費研究留学生が、

本センターで初級集中教育を受講後、全学共通教育・学部教育科目の日本語科目で実力を

つけ、各研究科の入試に合格し、修士号や博士号の取得に至ったケースも少なくない。ま

た、留学生センターから国際教育センターへの改組後、交流学生も、初級集中教育の中心

的存在として短期間で日本語力を向上させている。初級集中教育によるこうした成果の背

景には、国際教育センターへの改組によるスタッフの加入が大きい。2010 年 4 月に特任

講師が着任して以降、国際交流科目初級日本語コースのコーディネーターの業務を担当し

たことで、コースの安定的な運営が可能になっている。 

 

(2) 学内共同利用機関としての役割の増大 

本部門は、学内の日本語教育を一手に引き受けているが、その役割も多様化している。

日本語・日本文化研修留学生（日研生）の受け入れや言語社会研究科での日本語教育者養

成もその一つである。加えて 2012 年度から、大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留

学生プログラム）の日本語教育支援を開始し、さらに春夏学期に週 8 コマの日本語科目を

提供し、そのコーディネートを担当している。さらに、国際企業戦略研究科での日本語教

育プログラムの開設を支援し、2012 年度後半からプログラムが開始・運営されている。 

 

(3) 社会科学の日本語の研究・教材開発 

「社会科学の総合大学」である本学にあり、留学生が社会科学の専門分野を日本語で学

習・研究できるよう、社会科学の日本語教育に力を入れている。本部門では留学生センター

発足当時から学内予算等を得て教材開発を続けている。『一橋大学学術日本語シリーズ』第

1 巻～12 巻を刊行したほか、2011～12 年度には大学戦略推進経費の支援を得、「社会科学

の専門語彙・表現教育のための教材開発」を行い、2012 年度末にはその成果を4 冊の教材

として刊行した。これまで開発した教材の一部は、『日本法への招待』（2004、有斐閣）、

『留学生のためのストラテジーを使って学ぶ文章の読み方』（2005、スリーエーネットワー

ク）、『留学生のためのジャーナリズムの日本語』（2015、スリーエーネットワーク）として

出版されている。 

 
２．日本語教育プログラムで学ぶ留学生 

本部門では、全学の留学生に向けた日本語教育プログラムを行っている。日本語教育プ

ログラムで学ぶ留学生のカテゴリーは大きく分けて以下の 5 つである。 

(1) 交換留学生（交流学生）：交流協定校から派遣される学部レベルおよび大学院レベル

の半年から１年の短期留学生 

(2) 大学院研究生（研究生）：大使館推薦・大学推薦の国費留学生および一定の条件を満

たした私費留学生 
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(3) 学部正規学生（学部生）：各学部に所属する学部留学生 

(4) 大学院正規学生（大学院生）：各研究科に所属する修士・博士の大学院留学生 

(5) 日本語・日本文化研修留学生（日研生）：海外の大学の学部に所属し、日本語・日本

文化を主専攻とする 1 年間の国費短期留学生 

 
 学生の履修傾向は以下のようにまとめられる。 

交流学生のうち、派遣元大学で日本語・日本文化等が専門の学生は日本語科目を中心に

履修し、その他の学生は自身の専門科目（英語で開講される科目も含む）の履修と並行し

て日本語科目を履修している。 

研究生のうち、日本語が初・中級レベルの研究生は日本語科目を集中して履修し、上級

レベルの研究生は専門日本語やアカデミック・ジャパニーズを扱う日本語科目を中心に履

修する。大学院合格を目指して日本語科目を履修する学生が多い。 

学部生のうち、1 年生は「第二外国語」または「外国語科目（選択）」として日本語Ⅰ・

Ⅱを履修することができ、主に国費留学生が履修している。その他、1～3 年生は本プログ

ラム最上位の上級後半レベルの日本語科目等をニーズに合わせて履修し、学生生活を送る

うえで必要な日本語を学んでいる。 

大学院生は主に専門日本語やアカデミック・ジャパニーズを扱う日本語科目を中心に履

修している。 

日研生は他のカテゴリーの留学生とともに上級レベルの日本語科目を履修しつつ、日本

語・日本文化研修留学生プログラムにおいて、日本語・日本文化研修生修了レポート執筆

に取り組んでいる。 

また、留学生以外にも外国人講師や外国人研究員等の聴講希望者も近年増加しており、

積極的に受け入れを行っている。 

 

３．日本語教育プログラムの開講科目 

本部門の担当する日本語プログラムには 6 つのカテゴリーがある。これらの日本語の科

目はすべて単位が認定される科目であり、本学の日本語教育の一つの特徴となっている。 

 
(1)「国際交流科目」としての日本語科目（初級～中級） 

(2)「全学共通教育科目」としての日本語科目（中級～上級） 

(3)「学部教育科目」としての日本語科目（中上級～上級） 

(4)「大学院科目」としての日本語科目（上級） 

(5) 日本語・日本文化研修留学生プログラム（上級） 

(6) 大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留学生プログラム）の日本語科目（上級） 

以下、6 つのカテゴリーごとに担当者、開講コマ数、授業内容・到達目標について概略
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を述べる。併せて、日本人学生を含む学部生一般向けの開講科目についても述べる。 

 
(1)「国際交流科目」としての日本語科目 

「国際交流科目」としての日本語科目は、1 週間に複数コマ開講される総合科目であり、

学生はそれらをセットで履修することにより、日本語を集中的に学ぶことができる。学部

生以外の留学生がプレイスメントテストや初級オリエンテーションの結果をもとにそれぞ

れのレベルとニーズにあわせて選択、履修している。 

 
表 2：「国際交流科目」としての日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

Introduction to Japanese 
Language 
【入門】 

休講 

春夏／秋冬 
週 3 コマ×14 週 

日本語学習の経験が全くない学生、または学習

経験が非常に少ない学生を対象に、日本語の読

む、書く、聞く、話す、の 4 技能を伸ばすことを

目的としたコースである。授業では、学生が日常

生活で出会う場面を想定した実践的な運用練習

を行うことにより、日本に来て間もない学生が

すぐにクラス外で日本語を使ってコミュニケー

ションできるようになることを目指す。 

休講 

Basic JapaneseⅠ 
【初級前半】 

早早川川  

志村 
福岡 
杉本 
山崎  春夏／秋冬 

週 5 コマ×14 週 

日本語を勉強したことのない学生、あるいは少

ししか学習したことのない学生を対象とする。

日本での日常生活を送るために必要なレベルの

日本語の能力を養成することを目的とする。と

くに、日本での日常生活を送るために必要なか

な、初歩的な文法、語彙、漢字を学び、読む、聞

く、話す、書く、の 4 技能の総合的な能力を養成

することを目的とする。 

早早川川  

志村 
福岡/ツォイ 

杉本 
山崎 

Basic JapaneseⅡ 
【初級後半】 

ツツォォイイ  

志村 
鈴木 
杉本 
山崎  春夏／秋冬 

週 5 コマ×14 週 

大学で 150 時間程度日本語を学習し、平仮名と

片仮名、150 字程度の漢字、初級文法の前半レベ

ルをマスターした学生を対象とする。日本での

学生生活を送るために必要な初級後半の文法、

語彙、漢字を学び、読む、聞く、話す、書くの日

本語の総合的な能力を養成することを目的とす

る。 

ツツォォイイ  

志村 
鈴木 
杉本 
山崎  

Intermediate Japanese
Ⅰ【中級前半】 

ツツォォイイ・西谷 春夏／秋冬 
週 2 コマ×14 週 

初級文型の総復習と中級前半レベルの文型の導

入を行い、実際に使えるようになるよう指導す

る。 ツツォォイイ・早川 

Intermediate Japanese 
Ⅰ Reading【中級前半】 

早川 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

初級漢字・語彙の総復習と、中級前半レベルの文

章の読解の基礎力を養成する。 早川 

Intermediate Japanese 
Ⅰ Writing【中級前半】 

休講 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

初級漢字・語彙の総復習と、中級前半レベルの文

章表現の基礎力を養成する。 ツォイ 
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科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

Intermediate Japanese 
Ⅰ Speaking【中級前半】 

白石 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

初級文型及び中級前半レベルの文型を使い、口

頭表現の基礎力を養成する。 白石 

Intermediate Japanese
Ⅰ  Kanji & Vocabulary
【中級前半】 

中川 
春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
初級漢字・語彙の総復習と、中級前半レベルの漢

字・語彙の基礎力を養成する。 
中川 

Intermediate Japanese 
Ⅱ【中級】 

休講 春夏／秋冬 
週 2 コマ×14 週 

中級レベルの文法、語彙を学び、読む、聞く、話

す、書くの総合的な能力の伸長を目指す。 早早川川・ツォイ 

（担当者欄の上段が春夏学期、下段が秋冬学期、【 】は日本語レベル／ゴシックはコーディネーター）  

 

(2)「全学共通教育科目」としての日本語科目 

「全学共通教育科目」としての日本語科目は、基本的に週 1 回×14 週、技能別に開講さ

れる科目である。 

学部生以外の留学生はプレイスメントテストの結果をもとにそれぞれのレベルとニー

ズにあわせて選択、履修している。学部生は上級後半レベル（表 3 の「日本語上級（読解）

II」以降）の科目をそれぞれのニーズにあわせて選択、履修している。また、表 3 の「日

本語Ⅰ」「日本語Ⅱ」は、学部生に限って「第二外国語」または「外国語科目（選択）」と

して開講されている科目である。なお、「日本語上級（学術文章表現）」は、大学院生、研

究生の履修者数の増加をふまえ、2 クラス並行開講である。 

 

表 3：「全学共通教育科目」としての日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

日本語中級（読解） 
休講 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
初級・中級レベルの文法と語彙を使って書かれ

た文章を読み、読解の基礎力を養成する。 ツォイ 

日本語中級（文章表現） 
休講 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
初級・中級レベルの文法と語彙を使って、文章表

現の基礎力を養成する。 幸田 

日本語中級（口頭表現） 
休講 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
初級・中級レベルの文法と語彙を使って、口頭表

現の基礎力を養成する。 遠藤 

日本語中級（漢字語彙） 
休講 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 中級レベルの漢字・語彙の基礎力を養成する。 
本多 

日本語中上級（読解） 
坂井 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
中上級レベルの文法と語彙を使って書かれた長

めの文章を読み、読解の応用力を養成する。 坂井 

日本語中上級（文章表現） 
幸田 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
中上級レベルの文法と語彙を使って、文章表現

の応用力を養成する。 幸田 

日本語中上級（口頭表現） 
栁田 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
中上級レベルの文法と語彙を使って、口頭表現

の応用力を養成する。 栁田 

日本語中上級（漢字語彙） 
山口 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 中上級レベルの漢字・語彙の応用力を養成する。 
山口 

日本語中上級（文法） 
太田 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
中上級レベルで適切な運用を行うために必要な

文法知識を整理する。 太田 
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科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

日本語上級（読解）Ⅰ 
朴 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

文章の難易度や読む目的に合わせて、適切に内

容を把握できるようになるためのトレーニング

を行う。 遠藤 

日本語上級（文章表現）Ⅰ 
早川 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
テーマにそくした内容の文章を、適切な文体で

書けるようになるためのトレーニングを行う。 早川 
 
 日本語上級（口頭表現）Ⅰ 

村上 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

内容を正確に伝えることに加え、聞き手に配慮

した話し方ができるようになるためのトレーニ

ングを行う。 村上 

日本語上級（文法） 
永谷 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 
上級レベルで適切な運用を行うために必要な文

法知識を整理する。 永谷 

日本語上級（読解）Ⅱ 西谷 春夏 
週 1 コマ×14 週 

知的好奇心を呼び起こすフィクション・ノン

フィクション作品を読み、日本社会についてよ

り深く考える力を養う。 

日本語上級（速読） 
太田 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

新聞・雑誌・書籍を素材として、生の日本語から

目的に応じて必要な情報を速く深く読み取るた

めのトレーニングを行う。 太田 

日本語上級（近代文語文講

読） 田中 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

明治以降の文語文を読むために必要な文法や語

彙の知識を踏まえて、文語文を読むために必要

なトレーニングを行う。 

日本語上級（文章表現）Ⅱ 
安部 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

文章の目的（内容、読み手など）に合わせて適切

な文章を書けるようになるために必要なトレー

ニングを行う。 安部 

日本語上級（学術文章表

現） 

永谷／村上 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

アカデミックな場面で必要とされる、レポート・

論文を書くのに必要な文章表現技術を身につけ

るためのトレーニングを行う。 永谷／村上 

日本語上級（口頭表現）Ⅱ 
近藤 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

大学生活の様々な場面で必要なコミュニケー

ション・スキルを身につけるためのトレーニン

グを行う。 近藤 

日本語上級（学術口頭表

現） 

栁田 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

アカデミックな場面で必要とされるプレゼン

テーション・スキルなどを身に付けるためのト

レーニングを行う。 栁田 

外国人留学生のための日

本事情 A 休講 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

日本の近現代の文学作品を読み、日本文学に関

する知識と読解能力を身につけるためのトレー

ニングを行う。 

外国人留学生のための日

本事情 B 田中 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

日本の中世末期から現代までの歴史を概観し、

日本史と日本事情に関する知識を身につけるた

めのトレーニングを行う。 

日本語Ⅰ 栁田・早川 春夏 
週 2 コマ×14 週 

【学部正規留学生のみ】社会科学の勉学に必要

な日本語能力を総合的に養成する。 

日本語Ⅱ ツォイ･西谷 秋冬 
週 2 コマ×14 週 

【学部正規留学生のみ】社会科学の勉学に必要

な日本語能力を総合的に養成する。 

 

(3)「学部教育科目」としての日本語科目 

 「学部教育科目」としての日本語科目は、基本的に週 1 回×14 週開講される専門日本語

を中心に扱う科目である。学部教育科目ではあるが、学部生以外にもプレイスメントテス

トで該当レベルと判定されたすべてのカテゴリーの留学生が対象である。 
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表 4：「学部教育科目」としての日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

経済の日本語中上級 
西谷 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

中上級レベルの記事の講読・テレビ番組の視聴

を通じて、経済・ビジネス分野の日本語・日本に

ついての知識を身につける。 西谷 

経済の日本語上級Ⅰ 
西谷 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

上級レベルの記事の講読・テレビ番組の視聴を

通じて、経済・ビジネス分野の日本語・日本につ

いての知識を身につける。 西谷 

経済の日本語上級Ⅱ 
市江 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

日本経済新聞の記事や経済学の教科書を使用

し、語彙・表現の細かなニュアンスに表れる筆

者の視点や価値判断を読み取る。 市江 

法の日本語 上東 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

法律や法律学に関する文章を読むために必要な

トレーニングを行う。 

 

(4)「大学院科目」としての日本語科目 

 「大学院科目」としての日本語科目は、大学院生が履修可能な週 1 回×14 週開講される

高度なアカデミック・ジャパニーズを中心に扱う科目である。 

 
表 5：「大学院科目」としての日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

経済学研究の日本語 
今村 春夏／秋冬 

週 1 コマ×14 週 

経済学の専門文献の文面に表れる筆者の視点や

立場を読み取る。また専門的な内容を論理的で

わかりやすく発表する技術を学ぶ。 今村 

専門日本語表現技法Ⅰ 劉 春夏 
週 1 コマ×14 週 

言語・社会・文化を中心としたテーマでレポー

ト・論文を執筆するために必要なトレーニング

を行う。 

専門日本語表現技法ⅡA 栁田 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

言語・社会・文化を中心としたテーマでの口頭

発表を行うために必要なトレーニングを行う。 

 
(5) 日本語・日本文化研修留学生プログラム 

文部科学省の日本語・日本文化研修留学生プログラムにより来日した国費学部留学生を

対象に、日本語・日本文化に対する理解を深め、自身のテーマを掘り下げることを目的と

する。研修生は、各自の希望にあわせて日本語科目、全学共通教育科目、学部教育科目を

履修しながら、各自のテーマで修了レポートの作成を行う。コーディネーターは太田陽子。 

 
表 6：日本語・日本文化研修留学生プログラム 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

Lecture for MEXT Japanese 
Studies StudentsⅠ 

太田 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

日本語・日本文化研修生修了レポート執筆の準

備を行う。 

Lecture for MEXT Japanese 
Studies StudentsⅡ 

太田 春夏 
週 1 コマ×14 週 

日本語・日本文化研修生修了レポート執筆の準

備を行う。 
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科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

Seminar for MEXT Japanese 
Studies Students A 

西谷 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

日本語・日本文化に関する各自のテーマを見つ

け、掘り下げるための活動型授業を行う。 

Seminar for MEXT Japanese 
Studies Students B 

西谷 
春夏 

週 1 コマ×14 週 
日本語・日本文化に関する各自のテーマをさら

に掘り下げるための活動型授業を行う。 

 
2020 年度は、大使館推薦の学生 1 名、大学推薦の学生 1 名の計 2 名が本プログラムに

参加し、2021 年 8 月に、修了レポートを提出の上、コースを修了した。新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響で、来日時期の遅れに始まり、さまざまな文化体験授業にも制限を受

けたが、各自の研究テーマをしっかりと掘り下げ、レポート発表会も対面とオンラインの

ハイフレックスで行うことで、例年以上の規模での開催が可能となった。 

2021 年度は、大使館推薦の学生 4 名、大学推薦の学生 1 名の計 5 名が本プログラムに

参加している。やはりコロナ禍の影響を受けてなかなか来日がかなわなかったが、オンラ

インでの授業参加を経て、12 月には全員が来日することができた。文化体験授業も、感染

防止対策を取りつつ、可能な範囲で実施している。 
 

(6) 大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留学生プログラム）の日本語科目 

大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留学生プログラム）の日本語科目は、大学院

経営戦略研究科経営学修士コースに入学した新入生（留学生）が、半年後に専門教育を日

本人と同様に受講できるようにするための、春夏学期開講の日本語集中教育科目群である

（表 7）。また、大学院経営戦略研究科研究者養成コースの日本語科目は、研究者養成コー

スに在籍する留学生の論文執筆及び読解力強化のために 2018 年度に設置された科目群で

ある（表 8）。コーディネーターは西谷まり。 
 

表 7：大学院経営戦略研究科経営学修士コース（留学生プログラム）日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）A 
志賀 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

『日本経済新聞』『日経ビジネス』など、一般に

広く読まれる時事的な経済・経営関連の文章を

素材として、素早く大意や情報をつかむ力を身

につける。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）B 
志賀 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

経済・経営・社会に関するニュース、ドキュメン

タリー番組等を視聴し、内容が把握できること

を目的とする。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）C 
山田 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

コーポレートファイナンスの分野についての基

本的な知識を身につけ、各自の研究を進める上

で必要となる専門文献の内容を正確に把握する

力を養成する。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）D 
山田 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

日本や母国及び世界の企業経営などのトピック

を題材に口頭発表を行う。口頭表現で聞き手に

分かりやすく伝える力を身につけることが目的

である。 
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科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）E 
西谷 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

日本や母国及び世界の企業経営などのトピック

を題材に口頭発表を行う。口頭表現で聞き手に

分かりやすく伝える力を身につけることが目的

である。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）F 本多 
春夏 

週 1 コマ×14 週 

経営に関するビジネス書を題材に、社会人であ

り、組織のリーダーでもある筆者の考え方を理

解し、それをもとに各受講者の価値観を表現で

きるようになることが目的である。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）G 
鈴木 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

組織デザインに関する文献を読むために必要と

なるアカデミックな読解力を、文献の精読を通

して養成する。 

日本語集中講義 

（留学生プログラム）H 
鈴木 

春夏 
週 1 コマ×14 週 

受講者一人ひとりが、自身の研究分野について

の研究計画書やレポートを、論文にふさわしい

文体と文章構成で書けるようになる知識を、実

践を通して身につける。 

 
表 8：大学院経営戦略研究科研究者養成コース日本語科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

日本語ライティングⅠ 鈴木 
春 

週 1 コマ×7 週 

学術論文を書くための基礎を養う。学術的な語

彙や表現の使用、読み手を意識した文章構成、論

理的な文章展開について学ぶ。 

日本語ライティングⅡ 鈴木 
夏 

週 1 コマ×7 週 

学術論文を書くための基礎を養う。学術的な語

彙や表現の使用、読み手を意識した文章構成、論

理的な文章展開について学ぶ。 

日本語リーディングⅠ 鈴木 
秋 

週 1 コマ×7 週 

新聞やビジネス雑誌の記事を読み、適格に要点・

情報をつかむことができることを目的とする。 

日本語リーディングⅡ 鈴木 
冬 

週 1 コマ×7 週 

新聞やビジネス雑誌の記事を読み、適格に要点・

情報をつかむことができることを目的とする。 

 
なお、日本語教育部門の教員は、日本語科目のほか、留学生を含む学部生一般を対象と

した全学共通教育科目である「現代日本語論」「日本語研究入門」、学部 3、4 年生を対象と

した「共通ゼミナール」も担当している。 
 

表 9：学部生対象の日本語関係科目 

科目 担当者 コマ数 授業内容・到達目標 

現代日本語論 太田・栁田 秋冬 
週 1 コマ×14 週 

文法、表記、表現選択などを意識化、対象化して

学ぶことによって、言語技術の向上を目指す。

合わせて、「やさしい日本語」の理念について学

ぶ。 

日本語研究入門 高 
春夏 

週 1 コマ×14 週 

母語話者にとっては生得的な、留学生にとって

は習得した日本語を、対象化し、そこに存在す

る「しくみ」について理解することを目指す。 

共通ゼミナール 休講 春夏／秋冬 
週 1 コマ×14 週 

【学部 3、4 年生】日本語関連の内容について卒

業論文をための訓練を行う。 
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４．2021 年度日本語科目履修登録者数 

 2021 年度に開講した日本語科目の履修登録者数は表 10 のとおりである。新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響を受け、交流学生の履修者が少なかったこともあり、春夏学期の

履修登録者は合計 189 名、秋冬学期の履修登録者は合計 252 名であった（新型コロナウイ

ルス感染症拡大前の 2019 年度の履修登録者数は春夏学期が 482 名、秋冬学期が 474 名）。

その他、Basic Japanese Ⅰ（春夏学期）、Basic JapaneseⅡ（秋冬学期）では、研究科の規

定により日本語科目の履修登録ができない大学院生 1 名を聴講生として特別に受け入れた。 
 
表 10：2021 年度日本語科目履修者数一覧 

科目名 春夏学期 秋冬学期 
Introduction to Japanese Language 休講 休講 
Basic Japanese Ⅰ 1 5 
Basic Japanese Ⅱ 2 8 
Intermediate Japanese Ⅰ 2 4 
Intermediate Japanese Ⅰ Reading 1 4 
Intermediate Japanese Ⅰ Writing 1 3 
Intermediate Japanese Ⅰ Speaking 1 5 
Intermediate Japanese Ⅰ Kanji & Vocabulary 1 3 
Intermediate Japanese Ⅱ 1 5 
日本語中級（読解） 1 5 
日本語中級（文章表現） 1 5 
日本語中級（口頭表現） 1 5 
日本語中級（漢字語彙） 1 3 
日本語中上級（読解） 4 6 
日本語中上級（文章表現） 7 6 
日本語中上級（口頭表現） 12 6 
日本語中上級（漢字語彙） 8 4 
日本語中上級（文法） 4 9 
経済の日本語中上級 6 1 
日本語上級（読解）Ⅰ 1 7 
日本語上級（文章表現）Ⅰ 3 9 
日本語上級（口頭表現）Ⅰ 7 10 
日本語上級（文法） 6 12 
経済の日本語上級Ⅰ 16 10 
Lecture for MEXT Japanese Studies Students Ⅱ 2 ― 
Lecture for MEXT Japanese Studies Students Ⅰ ― 5 
Seminar for MEXT Japanese Studies Students A ― 2 
日本語上級（読解）Ⅱ 8 ― 
日本語上級（速読） 12 15 
日本語上級（近代文語文講読） ― 8 
日本語上級（文章表現）Ⅱ 3 9 
日本語上級（学術文章表現）【火】 5 6 
日本語上級（学術文章表現）【水】 13 11 
日本語上級（口頭表現）Ⅱ 14 10 
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科目名 春夏学期 秋冬学期 
日本語上級（学術口頭表現） 11 10 
専門日本語表現技法Ⅰ 9 ― 
専門日本語表現技法ⅡA 4 0 
経済の日本語上級Ⅱ 10 8 
経済学研究の日本語 0 0 
法の日本語 ― 16 
外国人留学生のための日本事情 A 休講 ― 
外国人留学生のための日本事情 B ― 6 
日本語Ⅰ 8 ― 
日本語Ⅱ ― 6 

計 189 252 
*人数は履修登録時点の数を反映している。 
*「―」は当該学期には開講されていないことを表す。 
*日本語上級（学術口頭表現）･専門日本語表現技法ⅡA・ⅡB は全学共通教育科目と大学院科目同時

開講の科目である。 

 
５．2021 年度の取り組み 

(1) 非常勤講師について 

今年度は大幅な非常勤講師の交替があり、市江愛先生、遠藤ゆう子先生、上東亘先生、

近藤裕子先生、坂井菜緒先生、白石恵利奈先生、中川純子先生、山口真紀先生を新たにス

タッフとしてお迎えした。また、庵功雄先生の研究休暇取得に伴い、田中祐輔先生に 1 年

限りの授業担当をお願いした。先生方には新しい環境の中、後述のように新型コロナウイ

ルス感染症の影響でハイフレックス授業という新しい授業形態で授業を行っていただくこ

ととなったが、すべての先生方にご理解、ご協力をいただいたことに対し、この場を借り

てお礼申し上げたい。 

また、2020 年度をもって烏日哲先生、三枝令子先生、宮部真由美先生が、2021 年度を

もって幸田佳子先生、福岡理恵子先生が一橋大学を去られることとなった。先生方にも授

業形態の大きな変化で多大なご負担をおかけしたことをお詫びするとともに、これまでの

本学の日本語教育へのご尽力に心より感謝申し上げる次第である。 

 
(2) 新型コロナウイルス感染症の影響について 

2021 年度は 2020 年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けた 1 年となっ

たが、日本語科目を取り巻く状況は徐々に好転した。2020 年度、交流学生の受講は入国済

みの学生に限られていたが、2021 年度秋冬学期から未入国の学生の受け入れも開始され

た。そのため、交流学生の履修者が非常に少なかった春夏学期は、結果的に Introduction 

to Japanese Language および Intermediate Japanese Ⅰ  Writing 、 Intermediate 

JapaneseⅡ、中級（読解）、中級（文章表現）、中級（口頭表現）、中級（漢字語彙）を休講

とせざるを得なかったが、秋冬学期は留学生数が徐々に戻り、全科目を開講することがで
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きた。 

入国済みの留学生と未入国の留学生双方に対応するため、2020 年度のオンライン・リア

ルタイム配信から、2021 年度はオンラインと対面を同時に行うハイフレックス方式で多

くの授業が行われた。日本語教育部門では 360 度カメラを内蔵した Meeting Owl Pro と

スピーカーフォンを導入し、春夏学期開始前に教員全員でハイフレックス方式授業の勉強

会を行い、授業開始に備えた。一年を通じて機材の扱いやネット環境などにおいて様々な

困難もあったが、教員相互に協力し、2020 年度以上に意欲的に新しい授業形態に取り組

み、留学生に対して満足度の高い授業を提供することができた。 

 
（文責：栁田 直美） 




